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平成 26 年 10 月 29 日 
 

熊本県企業局

説明資料 



■ 議題１ 第 7 回の審議内容のまとめ  ·········································· 説明資料１ 

（１）ダム下流への土砂移動の影響について（みお筋部の撤去工法） 

（２）路側補強箇所の緑化について 

（３）ハビタットや多様性のとりまとめ方法について 

■ 議題２ 撤去工事等について ·················································· パワーポイント資料 

（１）現況の報告 

（２）今後の予定 

■ 議題３ 環境モニタリング調査結果（中間報告）について ························ 説明資料２ 

■ 議題４ その他 

 

【参考資料】（別冊） 

● 平成 26 年度 環境モニタリング調査結果（中間結果） 

・参考資料Ⅰ 項目毎の調査結果等 

・参考資料Ⅱ 縦断方向の変化（春夏） 

・底生動物（重要種）の調査結果の概要 

kumamoto
スタンプ
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（議題１）第７回の審議内容のまとめ 
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■第７回荒瀬ダム撤去フォローアップ専門委員会における意見等への対応状況 

（１） ダム下流への土砂移動の影響について 

項目 
該 当 

ページ 
発言委員 意見（要旨） 事務局回答（要旨） 現在の対応状況等 

みお筋部の撤去

工法 

議事録 

P.12 

～13 

森委員 

みお筋部の撤去について慎重に対応していただきたい。事務局の方でみお筋部の水の付き方につい

て、既にイメージみたいなものはあるか。 

詳細については検討中であり、実際の施工

が 12 月以降になると思われる。次回の委員会

を 10 月末に予定しているので、詳細な計画を

立てた後に再度ご説明させていただきたい。 

【説明資料 P．３を参照】 

みお筋部の撤去工法について

検討・整理した。 

（２） 路側補強箇所の緑化について 

項目 
該 当 

ページ 
発言委員 意見（要旨） 事務局回答（要旨） 現在の対応状況等 

法面の緑化方法 

議事録 

P.13 
森委員 

他の地域では外来種などに関して議論されている事例もあるので法面緑化について検討いただきた

い。 

一部ヤナギの枝を植えるとか、すぐ法面を押

さえる工法的に何が必要なのか状況を見なが

ら、河川管理者と協議して対応策について進

めていきたい。 

また、対応については、委員の方にご相談し

ながら進めていきたい。 

【説明資料 P．４を参照】 

現地調査結果をもとに、法面緑

化の考え方について検討・整理

した。 議事録 

P.14 
藤田委員 

土を盛っても流されてしまうような厳しい水理環境ではないかと思う。前後に植物があるからと言って単

純に覆土して保つかどうかも併せて、保てないという判断があるのならば少し流されにくい構造と合わせ

技にするとか、ちょっと工夫が必要ではないかと感じたので、適宜検討いただければと思う。 

議事録 

P.15 
佐藤委員 

今回の事業では植生の再生は基本的に自然に任せるという事で来ている。その中でこの部分が唯

一、人的に植生をするということなので、考え方を説明できるようにしておいた方が良い。 

今、仰ったような考え方で良いと思うが、ヤナギ以外に面を押さえる方法、また、植栽種についてどうす

るのか。途中で情報をいただきたい。 

（３） ハビタットや多様性のとりまとめ方法について 

項目 
該 当 

ページ 
発言委員 意見（要旨） 事務局回答（要旨） 現在の対応状況等 

水生昆虫類のハ

ビタット別の整理

方法 

議事録 

P.16 

～17 

森委員 

ハビタット毎の生息状況に関する情報も有るとより良いのではないか。 調査結果の解釈の仕方、整理の仕方あるい

は調査方法について、委員の方とも今後ご相

談させていただきながら検討を進めていきた

い。 

【説明資料 P．５～６を参照】 

ハビタットや多様性のとりまとめ

方法について検討・整理した。 

魚類の生物量に

着目した整理方

法 

議事録 

P.16 

～17 

森委員 

ただ単に魚類相という事だけで変化を見るのではなく、生物量（個体数やバイオマス）の形でも表現し

た資料を併せて作ってほしい。 

バイオインデック

ス 

議事録 

P.18 
篠原委員長 

バイオインデックスという考え方で種類と量を一緒にあらわせる。これを使って表現すると、生態系の多

様性の変化が理解しやすい。ただし、バイオインデックスはデータが集まらないとできないので、少しデー

タが集まった段階でやるのが良い。 
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【資料１】本体みお筋部撤去の完成イメージ 

完成後のイメージを図‐1に示す。（詳細は、議題２の「撤去工事等について」で説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 本体みお筋部撤去の完成イメージ図 

 

 

 

 

※参 考 

みお筋部の堤体撤去に伴いダムの上下流が連続するため、アユの遡上環境調査を実施する。 

〇 表面流速の調査 

ダム直上流域及びダム直下流域のアユが遡上すると思われるルートを含む区域で、表面流速を測定する。 

また、計測したデータを基に流速の鉛直分布、アユの遡上水深等の情報を収集整理し、表面流速をアユの 

遡上水深の流速に換算する。最後に、アユの遊泳速度に関する文献を参考に、アユの遡上可能区域を推定す 

る。 

上記のうち、PIV による表面流速測定の手順を以下に示す。 

①現地踏査を行い、以下の点を確認する。 

・適正な撮影地点を決定する。設定地点の条件は、俯角が大きく PIV 解析に適した画像が取得できる地

点であること等である。 

・水面に明確な渦等が形成されない場合は、トレーサー（例：発泡性で短時間で消滅する生分解性素材）

の投入を検討する。 

・位置情報の目印とする標定点の設定位置を検討する。 

②現地調査を行う。 

・河岸等に標定看板を設置し、その位置情報を測量機器で取得する。 

・高解像度（200 万画素程度）のビデオカメラにより、数分間の撮影を行う。 

③室内分析を行う。 

・解析対象となる動画を選定する。 

・PIV 解析を実施する（註：詳細については、下記の枠内の解説を参照）。 

【PIV 解析手法】 

Particle Image Velocimetry（粒子画像速度計測法）の略であり、水表面の流速分布を容易にかつ高精

度で計測できる手法である。 

具体的には、河岸等に設置された CCTV 等のカ

メラを用いて、時間の経過に従って変化する水面

を撮影した動画像から、画像上の任意の範囲が短

時間後に移動した量をパターンマッティング（画

像相関）により検出し表面流速を計測する。 

〇 アユの遡上状況調査 

「目視調査」や「網による捕獲調査」等を検討している。 

「目視調査」は、ダムの直下流～直上流の区間を対象に、水 

際から河川を目視観察し、アユの遡上ルートと個体数の概数 

を記録するものである。 

「網による捕獲調査」は、前記２）の調査結果を参考に、流 

速の分布状況が異なる地点に網を設置し、遡上する魚類を捕 

獲するものである。網の設置地点の設定に際しては、１）で 

述べた水深や流速等の現地の状況を考慮し、精度や安全が確 

保できるよう留意する。 

網による捕獲調査イメージ 

＜平面図＞ 

＜下流より＞ 
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【資料２】法面の緑化方法 

路側補強箇所の緑化について、今後、以下の基本方針に従い実施していく。 

１）現地調査の実施  

平成 26 年 7 月 15 日に、法面緑化を計画している路側補強箇所（本川左岸の百済木川合流部）にて委員現地

立会のもと、法面緑化の考え方について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討の結果、本箇所における法面緑化は、以下の基本方針に基づいて進めることにした。 

-路側補強箇所（本川左岸の百済木川合流部）における法面緑化の基本方針- 

全体的な方針として、長いスパンで自然に在来植生が定着するのを待つ。 

具体的方法として、法面及び小段部に基盤整備（例：荒瀬ダム工事域で発生した埋土種子を含む残土

による覆土等）を行い、在来の草本や低木（例：ツルヨシやメダケ等）が定着するのを促す。その後、

自然に木本が生育し、在来の安定した群落（例：エノキ等）が成立するのを待つ。 

 

 

 

２）在来植生の成立イメージ  

路側補強箇所は蛇行部の外岸側に位置しており、これと類似の地形的条件を満足する地点として 19k0 左岸

を抽出し、現地で植物の分布状況を確認した。確認状況を図‐1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 19k0 付近の植物の生育状況 

 

水際はツルヨシ、法面はメダケが優占している。天端付近はムクノキ、エノキやスギが生育している。また、

護岸の壁面の一部には、つる植物のクズが繁茂しているのが見られた。このような植生が、百済木川合流部の

路側補強箇所にも成立すると思われる。 

標準断面図 

写真（平成 26 年 5月 27 日撮影） 
路側補強工事の概要 

○ 出水により法面が洗掘を受け、国道 219

号が崩壊する恐れが発生した。 

○ 補修工事として、国道の保護を確実にで

き、かつ、限られた施工期間（4～5 月）

で作業できるコンクリートマットを採用

し、その上にマット面からの照り返しを

防ぐため暫定的に覆土した。 

○ 緑化に関しては、本年度中（11 月以降）

に対応予定としていた。 

写真（平成 26 年 8月 21 日撮影） 

▼ 水際 

ツルヨシが優占。一部、ネコヤナギ、

キシュウスズメノヒエが混じる 

▼ 法面 

メダケが優占。護岸の一部には、つ

る植物のクズが付着している 

▼ 天端付近 

ムクノキ、エノキ、スギといった木

本類が生育している 

 
19k0 

左岸 

路側補強箇所 

エノキ 

クズ 

ツルヨシ 

メダケ 

ネコヤナギ 
キシュウスズ

メノヒエ 

ムクノキ 

スギ 

エノキ 



 

 

- 5 - 

 

【資料３】ハビタットや多様性のとりまとめ方法 

ハビタットや魚類の多様性の解析については、以下のとりまとめ方法を参考に、今後、データを蓄積して評

価していく。 

● ハビタット別のとりまとめ 

魚類や底生動物の定性調査では、事前に調査区間を環境区分別に分割した上で、環境区分ごとに種の同定や

個体数のカウントを行っている。底生動物の淡水域の環境区分を図-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 環境区分（淡水環境） 

典拠：平成 18 年度版河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル【河川版】（平成 24 年 3 月 一部改訂）、国土交

通省水管理・国土保全局河川環境課 

 

したがって、魚類や底生動物について、上記の環境区分別に経年的な変化状況をまとめることが可能である。

例えば、環境区分別に、確認個体数が多い上位 3 種について、その変化状況を整理したイメージを図-2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 環境区分別の優占種の経年的変化状況 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ項目 
湛水時 

（～平成 22 年 3月） 

ゲート開放後 

（平成 22 年 4月～平成 25 年 6月） 

水位低下装置設置後 
（平成 25 年 7月～） 

底生動物 

ハビタッ

ト別の種

分布 

⇒多様化

（早瀬・

淵・ワン

ド・ヨシ

帯といっ

た多様な

ハビタッ

トが出現

し、そこ

に生息す

る新たな

優占種が

流水性種

を代表と

し て 出

現） 

春 

季 

［平成 16 年 5月］ 

 

 

［平成 25 年 5月］ 

 

 

［平成 26 年］ 

 

冬 

季 

［平成 17 年 3月］ 

 

 

［平成 25 年 1月］ 

 

 

［平成 26 年］ 

 

 

【早瀬】 

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ(流水) 

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科(流水) 

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科(流水) 

【ヨシ帯】 

ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ(止水) 

ﾕｽﾘｶ科(止水) 

ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ(流水) 

【ワンド】 

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ(止水) 

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科(止水) 

ﾕｽﾘｶ科(止水) 
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帯といっ

た多様な

ハビタッ

トが出現
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に生息す

る新たな

優占種が

流水性種

を代表と

し て 出

現） 

春 

季 
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● 多様性のとりまとめ  

１）検討の背景 

荒瀬ダム撤去に係るモニタリング調査は、平成 23 年度から本格的に開始され、本年度で 4 年目を迎えてい

る。この間、動植物の調査結果の分析は、そのマクロレベルの変化を把握するために‘種数’の経年的変化に

注目して実施してきた。これまでの分析結果によると、ゲート開放や水位低下装置設置で湛水環境から流水環

境に変化したダム上流域の地点では、種数は早期に増加している。そして、この傾向は、特に底生動物で顕著

である。 

しかし、早期の種数の増加後は、変動が安定する場合が多い。また、例えば魚類のように、湛水環境から流

水環境へ変化しても、そもそも種数に顕著な変化傾向が見られない分類群もある。 

そこで、個体数等の他の定量的なデータも蓄積されてきたことから、種数以外のデータも用いて、生態系の

より詳細な内部構造の変化に直目した分析を検討することにした。 

 

２）多様性評価に係るバイオインデクス 

生態系の内部構造を分析するのに際して、まず分析手法として用いられることが多いのは‘多様度’である。

このうち最も簡便な手法は、様々な分類別の‘種数’を用いるものであり、これは、従来、荒瀬ダムで採用し

てきた（例として、底生動物を採り上げると、目別の種数や流水性の種数）。 

次によく採用される手法は、種数に加えて、‘種別の個体数等の定量データ’を併せて用いる多様度分析で

ある。この分析手法の場合、個体数等の定量データは多様性の重み付けとして用い、たとえ同じ種数であって

も限られた種で個体数が突出して多い場合の多様度が低くなるように調整される。例えば、3 種から構成され

る A 及び B の 2 つのグループがあり、A グループの個体数は全て 5 個体、B グループの個体数は 2 種で 1 個

体・他の 1 種が 13 個体の場合、B グループの多様度が低くなる。 

最近、学術的な分野で採用が検討されている手法は、種数と個体数等の定量データに加えて、‘分類群間の

距離’を用いる多様度である。この分析手法では、たとえ種数や種別の個体数が同じであっても、系統的に離

れた種を多く含む場合の多様度が高くなるように調整される。例えば、3 種で各 1 個体から構成される A 及び

B の 2 つのグループがあり、A グループの 3 種は全てカゲロウ目、B グループの 3 種はカゲロウ目が 2 種・基

眼目(註：貝類の分類群の一つ)が 1 種の場合、B グループの多様度が高くなる。 

表-1に上記の各 3 つの手法を比較した表を示す。 

表-1 多様度分析手法の比較 

 使用するデータ 

特 徴 指数の例 
種数 個体数等 

分類群間 

の距離 

従来の手法 1 

（種数） 
○ － － 

・最も簡便な手法である 

 

・全種数 

・流水性の種数 

・摂食機能群別の種数 等 

従来の手法 2 

（種数+個体数等） 
○ ○ － 

・従来、多様度として頻用されてきた 

・個体数及び湿重量等の定量データを併

用する 

・Simpson の多様度指数λ 

・森下のβ指数 

・Shannon-Wiener の多様度

指数 H’ 等 

新たな学術的手法 

（分類群間の距離） 
○ ○ ○ 

・学術的な研究で検討される場合がある 

・従来の手法に、確認された種の間の分

類学的距離を追加している 

・分類学的指数⊿＊1) 

taxonomic diversity 

[ 典 拠 ] 1) Warwick RM 、 Clarke KR (2001), Practical measures of marine Biodiversity based on relatedness of species,  

Ocean.Mar.Biol.Ann.Rev．39、207-231 

 

３）検討例 

検討例として、‘百済木川における夏季の魚類’を選択した。選択理由は下記に依る。 

■ 選定理由 1：ゲート開放及び水位低下装置設置による環境変化（止水環境から流水環境への変化）が

生じ、この前後で調査が実施されていること 

■ 選定理由 2：魚類の代表的な活動時期であること 

また、多様度指数としては、表-1に例示したもののうち、代表的な指数である‘全種数’、‘Shannon-Wiener

の多様度指数 H’’及び‘分類学的指数⊿＊’を採用し、比較を行うことにした。Shannon-Wiener の多様度指

数 H’及び分類学的指数⊿＊の計算方法を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析結果を図-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 3 つの多様度指数の経年変化状況の比較（魚類、夏季、百済木川） 
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/多様度指数の比較結果/ 

① 3 つの指標の経年的な変化状況は類似している。ただし、変化の大きさは異なっており、10⊿*、種数、

10H’の順に大きい。 

② 百済木川では平成 22 年 4 月のゲート開放により止水環境から流水環境へと変化したが、どの指標におい

ても、魚類は明確な変化状況を示していない。 
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（議題３）環境モニタリング調査結果(中間報告) 

 

（１） 物理環境項目 

１）流量(出水状況) 

２）水質(①常時観測(濁度)、②流量と濁り(濁度、SS)の相関性) 

３）基盤環境(物理環境の定期モニタリング) 

説明資料2 
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4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

河川内工事 第１段階 河川内工事 第２段階 河川内工事 第３段階 河川内工事 第４段階 河川内工事 第５段階 河川内工事 第６段階 河川内工事

基盤環境の変遷
（空中写真撮影）

－ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ●

植物相 － 春、夏、秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①
(遥拝堰除く)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物（重要な種） － 春、夏、秋 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

既往調査結果整理 － 不定期

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

底生動物
（重要な種）

－ 初夏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥類 －
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

既往調査結果整理 － 不定期

19k0

19k6

植物 ベルトトランセクト － 秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○又は－：調査　　●又は…：必要に応じて調査　　※：植物相の調査の中で確認

調査実施済みの項目は赤字で示す

調査地点

①： 遙拝堰、下代瀬、道の駅坂本、荒瀬ダム百済木川流入部、西鎌瀬（鎌瀬、藤ノ瀬、宮瀬付近）

②： 坂本橋、横石

③： 与奈久（湯の瀬付近）、葉木（小股の瀬）

④： 瀬戸石ダム下流

○ ○ ○ ○

○ ○○ ○

振動 建設機械の稼動 工事期間中 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

工
事
関
連

項
目

大気
汚染

粉じん等 工事期間中

騒音 建設機械の稼動 工事期間中 ○

下代瀬餌場産卵場環境 下代瀬 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

春、夏、秋

○

リ
ー

チ
ス

ケ
ー

ル
項
目

基盤環境

定期モニタリング ○

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー

ル
項
目

植物

付着藻類 春、冬

○

動物

底生動物 春、冬

○

魚類

出水時調査
濁度、SS、DO、
粒度組成

毎年１出水 ○ ○ ○

水質

常時観測
ｐH、濁度、 DO、
水温

常時

定期観測
pH、濁度、DO、BOD、

TN、TP、水温、SS 他 毎月１回

既往調査結果整理 不定期

底質

粒度組成 － 出水期後

既往調査結果整理 － 不定期

基盤環境の変遷
（河川物理環境情報図）

①
(遥拝堰除く)

出水期後

②

③

④

出水期後

河川形状
（平面測量）

－ 出水期後

基盤環境の変遷
（定点風景・河床撮影）

－ 出水期後

基
礎
項
目

水象 流量 常時

基盤環境

河川形状
（横断・深浅測量）

－

11 3 11 3

調査地点

11 3 11 3 11 3

４年目（H27年度） ５年目（H28年度） ６年目（H29年度） （H30年度）

撤 去 工 事 計 画

（H23年度） １年目（H24年度） ２年目（H25年度） ３年目（H26年度）

11 3 11 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○

出 水 期

河川外工事

水位低下設備
管理橋撤去（右岸）

右岸門柱撤去 右岸みお筋部撤去 右岸部撤去
管理橋撤去（左岸）

左岸門柱撤去 左岸部撤去

出 水 期

河川外工事

出 水 期

河川外工事

出 水 期

河川外工事

出 水 期

河川外工事

出 水 期

河川外工事

出 水 期

河川外工事

出 水 期

18,500m3●

18,500m3 18,500m3 18,500m3

● ● ●

設置設置ゲー 設置ゲーゲー 設置設置ゲー 設置ゲーゲー 設置設置ゲー 設置ゲー ゲー 設置設置ゲー 設置ゲー ゲー 設置設置ゲー 設置ゲー ゲー 設置設置ゲー 設置ゲー ゲー

水位低下設備の設置

ゲート撤去着手
右岸門柱の撤去

右岸みお筋部の撤去

ゲート撤去完了
右岸部の撤去

左岸門柱の撤去 左岸部の撤去

　第５期 
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⑥⑦⑧
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　第１期 
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　第３期 
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　第４期 
50
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①

②

水位低下設備設置後
（水位低下）

右岸みお筋部撤去後

前倒し調査

●

前倒し調査

H27年の予備調査

■ 全体スケジュール表 

 

①  

左岸門柱の撤去 右岸部の撤去 
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■ 調査スケジュール表（平成２６年度） 

黄色着色分   は、本委員会で報告対象とする項目である。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水象 流量

基盤環境 河川形状 横断・深浅測量

基盤環境の変遷 斜め航空写真撮影

定点風景・河床撮影

底質

基盤環境 基盤環境の変遷 河川物理環境情報図

水質

（大きな出水がなかったため、実施しなかった）

植物 植物相

付着藻類

動物 底生動物

魚類

鳥類

基盤環境 物理環境の定期モニタリング

基盤環境 下代瀬採餌場産卵場環境

動物 アユの胃内容物調査

植物 ベルトトランセクト

大気
汚染 粉じん等

騒音振動 特定建設機械の稼働
工事期間中に2回実施

騒音振動 発破作業
工事期間中に3回実施

：実施済み
：予定

【出水時調査】
　濁度､DO､SS、粒度組成他

粒度組成

工
事
関
連
項
目

項　目

基
礎
項
目

【常時観測】
　pH､濁度､DO

【定期観測】
　pH､濁度､DO､BOD､TN､TP､水温､SS他

平成２７年

セ
グ
メ
ン
ト

ス
ケ
ー

ル
項
目

底生動物（重要な種）

リ
ー

チ

ス
ケ
ー

ル
項
目

平成２６年
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■ 調査地点図 
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（１）物理環境項目 

１）流量（出水状況） 

今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

・調査期間において、1,000m3/s 台の出水が 3回(6 月、7月)発生した。（※荒瀬ダム流量） 

・7月の出水は過去 60 年間で第 45 位(確率 3/4 程度)の出水規模であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料 P.Ⅰ-4～Ⅰ-5参照】 
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H
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荒
瀬

ダ
ム

最
大

放
流

量
（m

3
/
s）

各年最大放流量（荒瀬ダム：昭和30年～平成26年）

平成26年7月出水

最大放流量1,975m3/s

昭和57年7月出水
（過去最大）

最大放流量6,460m3/s
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流
量

（
m

3 /
s）

平成26年度（4～9月）の流況

時間雨量（mm/h）

横石流量（m3/s）

荒瀬ダム流量（m3/s）

瀬戸石ダム流量（m3/s）

荒瀬ダム

1,765m3/s

荒瀬ダム

1,975m3/s

H26年4月 5月 6月 7月 8月 9月

注1：瀬戸石ダムの流量は速報値（出典：電源開発南九州電力所提供資料）

注2：荒瀬ダム流量は、瀬戸石ダム放流量及び流入量からの換算値

注3：横石の流量は速報値（出典：国土交通省八代河川国道事務所提供資料）

注4：雨量は神瀬観測所の速報値（出典：国土交通省水文水質データベース）

荒瀬ダム

1,005m3/s
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２）水質 ① 常時観測(濁度) 

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

今年度の出水時濁度の状況 
出水時の濁度の時間変化 

(自動観測) 

・出水時の瀬戸石ダム下流（荒瀬ダム貯水池への流入水）と道の駅坂本（荒瀬ダム

直下流）と横石の濁度の関係に着目し整理したが、同じような挙動を示している。 

・ダム貯水池の堆積土砂の影響（ダム下流の

濁り）は特に見られなかったと考えられ

る。 
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【参考資料 P.Ⅰ-6～Ⅰ-15 参照】  

濁度・雨量の状況
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瀬戸石ダム下流濁度（FTU）

道の駅坂本濁度（FTU）

横石濁度（FTU）

注：雨量は神瀬観測所の速報値（出典：国土交通省水文水質データベース）

【凡 例】 
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評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

今年度の平水時濁度の状況 
平水時の濁度の時間変化 

(自動観測) 

・出水後、瀬戸石ダム下流より道の駅坂本の方が 2～3FTU ほ

ど高い期間があった（下図の破線枠内）。 

・前年の非出水期のダム直上流における土砂（砂礫、泥土）処理等の

影響で、出水後に高くなっている期間があるが、低い濁度であり、

ダム下流の環境に対して大きな影響はなかったと思われる。 
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雨量（mm/h） 瀬戸石ダム下流濁度（FTU） 道の駅坂本濁度（FTU） 横石濁度（FTU） 点検日

【凡 例】 

【参考資料 P. Ⅰ-6～Ⅰ-15 参照】  

平成 26 年 1 月 16 日撮影 

瀬戸石センサー不良期間(7月22日～8月12日) 

36.4FTU（SS 25mg/L の相当値） 

36.4FTU（SS 25mg/L の相当値） 

横石センサー不良期間(4 月 3日～4月 23 日) 
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２）水質 ②流量と濁り(濁度、SS)の相関性 

視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

流量と濁り(濁度、SS)

の相関性 
・ 全体的には、平成 26 年前期の濁度及び SS 負荷量の分布は、平成 24～25 年の分布範囲内に収まっており、大きな変化は見られなかった。 

 

 

 流量（荒瀬ダム放流量）と濁度（FTU）の関係図 

 

流量（荒瀬ダム放流量）と SS 注負荷量の関係図 

 

注：濁度から SS への換算は、平成 25 年度までのデータから作成した「SS＝1.1435

×濁度」（第 7 回委員会資料と同じもの）を用いている。 
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荷
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【参考資料 P. Ⅰ-37 参照】  
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80 85 9590 11010510040 45 5550 70 75656020 25 353010 155

コドラード位置(1)

115 130120 125

コドラード位置(2)

0

25.00

20.00

DL=15.00

３）基盤環境（物理環境の定期モニタリング） 

【荒瀬ダム下流における物理環境（横断形状）の変化の概要】 

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

出水前後や工事実施前後の

変化状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事(水位

低下装置等)の影響把握 

・19k0 では右岸（内岸側）で堆積が進み、流心の位置が左岸（外岸側）に移動。 

・19k6 では左岸の流心付近で土砂堆積が進行。 
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(H26.3.6)

26年第1回
(H26.6.9)

26年第2回
(H26.7.28)

【参考資料 P.Ⅰ-71～Ⅰ-84 参照】  

コドラート② 

コドラート① 

コドラート② 

コドラート① 

荒瀬ダム 

19k600 

 

コドラート② 

コドラート① 

コドラート② 

コドラート① 

荒瀬ダム 

②右岸斜面での土砂堆積に

より、流心の位置が左岸へ

移動傾向 

①H25.12.13以降、右岸（内

岸側）斜面で土砂堆積を確

認。H26.7.28 は更に堆積。 

H26.3.6 ～ H26.7.28

にかけて流心付近

で土砂堆積が進行 

凡 例

24年第1回
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(H25.2.25)
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(H25.3.11)
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26年第2回
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【荒瀬ダム下流における物理環境（河床材料）の変化の概要】 

● 線格子法 

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

出水前後や工

事実施前後の

変化状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事(水位

低下装置等)の影響把握 

【横断線上の粒径変化の概要把握】 

・19k000(蛇行部)の右岸側(内岸側)では、元々2mm 以下の細粒分が多く、変動が大きい。特に、H26.3.6 以降は細粒化が進行する傾向が見ら

れた（ただし、H26.7.28 には細粒分が減少している）。左岸側（外岸側）は、H26.7.28 に少し細粒化している。 

・19k600(ダム直下流の直線部)では、H26.6.9 以降に少し細粒化している傾向が見られた。 

 

 

19k000（蛇行部） 19k600（ダム直下流の直線部） 
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【参考資料 P.Ⅰ-71～Ⅰ-84 参照】  
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線格子法１９ｋ０００のデータ採用箇所 
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H24.10.5 H25.2.25 H25.3.11 H25.5.9 H25.7.19 H25.12.13 H26.3.6 H26.6.9 H26.7.28

右岸側 

水深等の関係により分析可能なデータにばらつきがあるため、粒径加積曲線には取得率が

高い箇所を参照している。 

詳細データは、参考資料Ⅰ-７７～８４を参照 
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● 面積格子法 

評価項目 視点 今年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

出水前後や工

事実施前後の

変化状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事(水

位低下装置等)の影響把握 

【左岸及び右岸における粒径変

化の詳細把握】 

・19k000(蛇行部)の右岸側(内岸側)は、元々2mm 以下の細粒分が多く、かつ変動も大きい。特に H26.6.9 で顕著な細粒化の傾向が見られた（た

だし、H26.7.28 には細粒分が減少している）。左岸側（外岸側）は、H26.7.28 に少し細粒化している。 

・19k600(ダム直下流の直線部)では、H26.6.9 以降に少し細粒化している傾向が見られた。 
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【参考資料 P.Ⅰ-71～Ⅰ-84 参照】  
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平成 26 年度モニタリング調査結果 

地点毎の調査結果 

（荒瀬ダム百済木川流入部のとりまとめ例） 
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地点別の変化 (7)荒瀬ダム百済木川流入部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラカシ

マダケ

ヤ
ナ
ギ
タ
デ

コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

ミゾシダ

ヌ
カ
キ
ビ

オ
オ
オ
ナ
モ
ミ

裸地

0k400 

測量時水位, 22.92 
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0k200 

外来生物を含む植生 

0%

20%

H16 H22 H23

大礫分 中礫分 細礫分 極粗砂分 粗砂分

中砂分 細砂分 微細砂分 シルト分 粘土分
⑪百済木川 

⑩荒瀬ダム百済木川流入部 

調査の視点 
A 河川形状や底質等の物理環境の変化の把握 

B 流水環境への変化に伴う動植物の変化の把握 

調査結果の

概要 

A みお筋が形成されている。他は特徴的な変化は見られない。 

B 底生動物の全確認種数、流水性の種の種数が少し増加している。 

 

②底質(1) 

②底質(2) 

①河川形状(2) 

①河川形状(1) 水
位
低
下
装
置
設
置 

平
成
25
年
6
月
～ 

ゲ
ー
ト
開
放 

平
成
22
年
4
月
～ 

平成 25 年 8月 

平成 16 年 2月 平成 21 年 11 月 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 21 年 11 月撮影） 

平成 23 年 11 月 

（出典：国土交通省八代河川国道事務所 

平成 23 年度撮影） 

⑩荒瀬ダム百済木川流入部（百済木川№0地点）：百済木川湛水区間
左　岸 中　央 右　岸
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⑪百済木川（百済木川№1地点）：百済木川湛水区間
左　岸 中　央 右　岸
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：S  砂　（0.0074mm～2mm）

：G  礫　（2mm～100mm）

：SB 石　（100mm～500mm）

：LB 大石（500mm以上）

：テトラポッド

：岩

：淵

：平瀬

：早瀬

：R  岩盤（岩盤、ｺﾝｸﾘｰﾄ）

：陸上部

：ワンド

凡 例

河
床
材
料
な
ど

河
床
型
な
ど

：底質調査 

一年生草本群落

多年生広葉草原

単子葉 その他の単子葉
草本群落

ヤナギ高木林

落葉広葉樹林

常緑広葉樹林

果樹園

グラウンド等

人工構造物

自然裸地

基本分類名色見本

ヤナギタデ群落

メヒシバ－エノコログサ群落

植生群落名

開放水面

草本群落

5009

5014

コセンダングサ群落 5013

ヨモギ－メドハギ群落 6004

植生群落コード

ススキ群落 10041

シロヤナギ群集(低木林) 12010

ヌルデ－アカメガシワ群落 14029

ムクノキ－エノキ群集 14035

アラカシ群落 16002

果樹園 21002

人工裸地 25003

構造物 26001

コンクリート構造物 26002

自然裸地 27000

開放水面 28000

オオブタクサ群落 5016

セイヨウカラシナ群落 5034

オオイヌタデ－オオクサキビ群落 5010

:ダム湛水時の水面

③植生(1) 

③植生(2)（平成 23 年度調査結果） 平成 25 年度は調査なし（次回調査は平成 26 年度） 
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